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1 . 文書作成ソフトウェア入力
（1） A4版用紙に上下左右各35mmの余白をとり、原則としてMSワードで原稿を作成する。
（2） 和文原稿の場合は 1ページ21行、 1行22文字（全角）で作成する。フォントの種類はMS明朝、
フォントサイズは10.5ポイントとする。
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7 . 図表
（1） 図表は別紙とし、A4版用紙 1枚に一つの図もしくは表を、用紙の中央に配置する。
（2） 図表は原則として統計処理に関する記述を含むこととする。
（3） 和文の場合、図表の表題、図の軸の説明は和文とする。
（4） 図の縦軸の見だしは軸に沿って下から上に横書きとする。
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（5） 図の表題は図の下、中央部に記し、その下に注を記載する。
（6） 表の表題は表の上、中央部に記し、注は表の下に記載する。
（7） 図の原図は軸の見出し、凡例を含めて直ちに製版できるように作成する。なお、図を囲む枠
は使用しない。
（8） 表は横線のみを使用し、縦線は使用しない。
（9） 図表は本文中に入れない。本文における挿入位置は原稿右欄外に指定する。
8 . 脚注
（1） 著者名と図表の注に使用する記号は半角の上つき文字、“*、**、1、2”とし、“ x、y、z”は使用
しない。
（2） 統計的有意差を示す記号は原則として“a、b、c、･･･”を使用し、脚注には用いた検定方法お
よび棄却水準を明記する。
9 . 提出用電子ファイル
（1） 論文が受理された場合、完成原稿 1部を「筑波大学農林技術研究」編集委員会に提出する。あ
わせて、原稿および図表のファイルを電子メールに添付して編集委員会に提出する。なお、
これらのファイル容量が 5 MBを越える場合は筆頭著者名、保存ファイル名を明記した電子
媒体に保存したものを提出する。
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